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愛媛大学卒業予定者アンケート調査報告書 

愛媛大学教育・学生支援機構
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「令和7年度卒業予定者アンケート」

1

・調査対象︓令和7年度卒業予定の全学⽣
・調査期間︓令和7年11月13⽇〜令和8年3月6⽇
・回答数︓ 1,300名（回答率71.4%）
・内訳

学部 回答者数／対象者数 回答率
法文学部 119／373 31.9%
教育学部 121／166 72.9%
社会共創学部 152／195 77.9%
理学部 140／232 60.3%
医学部 166／167 99.4%
工学部 436／501 87.0%
農学部 166／188 88.3%
合計 1300／1822 71.4%

満⾜度

30.1%

31.4%

38.7%

49.6%

27.8%

24.1%

40.2%

56.1%

51.2%

49.5%

37.8%

48.3%

37.9%

50.2%

10.4%

12.2%

9.2%

9.7%

13.2%

23.1%

6.2%

2.7%

3.6%

1.8%

1.8%

8.4%

7.5%

2.7%

1.3%

2.2%
5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「授業・教育システム（教育内容やカリキュラムなど）」

「デジタル技術を活用した学習（遠隔授業、Moodle、VRの活用等）」

「教員（専門性の高さやよい影響を受けるなど）」

「友人関係」

「施設・設備（図書館やインターネットの利用など）」

「進路支援の体制（就職セミナーやガイダンスなど）」

「大学生活を総合的に判断して」

とても満足している まあ満足している どちらでもない あまり満足していない 全く満足していない わからない
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教育・学⽣支援への評価
30.4%

26.8%

33.3%

21.8%

18.0%

16.1%

19.5%

21.8%

20.9%

22.7%

31.8%

27.0%

32.3%

41.4%

37.8%

42.9%

46.5%

47.1%

48.2%

26.8%

23.0%

25.9%

39.1%

34.2%

35.3%

45.4%

37.5%

51.5%

42.2%

47.8%

7.5%

14.2%

12.2%

12.9%

3.5%

4.2%

4.3%

7.8%

5.0%

5.8%

8.8%

6.4%

10.5%

9.7%

6.6%

2.5%

3.6%

3.5%

4.2%

1.1%

5.5%

2.7%

1.0%

2.7%

3.0%

2.3%

3.6%

2.0%

16.6%

8.8%

4.0%

12.8%

50.7%

55.9%

49.8%

25.8%

37.2%

35.2%

11.3%

26.2%

3.5%

3.1%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「オフィスアワー等で、教員から学習に関する助言を得ることができる」

「授業アンケート等、学生の声を反映する体制が整備されている」

「授業や専攻を決める際の履修ガイダンスが適切に実施されている」

「生活実態調査等、学生のニーズを把握する取組が適切に行われている」

「留学生への支援が適切に行われている」

「社会人学生への支援が適切に行われている」

「障がいのある学生への支援が適切に行われている」

「サークルや課外活動への支援が適切に行われている」

「ハラスメント等人権問題に対する相談・助言体制が整備されている」

「身体や心の悩みに関する相談・助言体制が整備されている」

「進路・就職に対する相談・助言体制が整備されている」

「経済的援助（奨学金・授業料免除等）が充実している」

「授業で使用する施設（講義室、実験・実習設備、体育館等）が整備されている」

「自主的学習スペースが整備され、活用されている」

「学習に必要な図書・資料が整備されている」

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない 知らない

学習や⽣活での取り組み
13.2%

9.9%

15.5%

15.2%

22.2%

37.8%

44.2%

41.6%

20.3%

16.5%

18.8%

14.2%

24.6%

44.1%

23.6%

40.6%

13.8%

55.9%

52.7%

46.6%

45.3%

30.9%

48.1%

37.5%

30.3%

43.4%

34.0%

24.5%

27.4%

6.0%

16.7%

7.9%

7.2%

6.5%

19.6%

28.6%

33.2%

31.2%

19.5%

7.2%

12.5%

8.1%

4.9%

3.4%

6.5%

5.2%

6.6%

15.8%

5.2%

1.6%

29.5%

8.5%

60.0%

1.8%

1.2%

5.7%

22.6%

1.6%

3.9%

8.5%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「英語の学習」

「英語以外の外国語の学習」

「情報処理(IT・PC)の学習」

「教員免許取得に関する学習」

「共通教育」

「専門教育（講義科目）」

「専門教育（実験・実習・演習(ゼミ)科目）」

「専門教育（卒業論文・卒業研究）」

「資格取得に関する勉強」

「授業の予習・復習や課題」

「大学の授業以外の自主的な勉強」

「学習活動の振り返り（ポートフォリオなど）」

「生成AI技術（ChatGPT等）の活用」

かなり積極的 まあ積極的 あまり積極的でない 積極的でない 経験なし
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学習や⽣活での取り組み

22.5%

14.7%

12.1%

43.1%

18.3%

18.0%

21.2%

41.1%

9.2%

9.6%

12.4%

10.5%

5.1%

4.5%

5.7%

1.6%

45.0%

53.2%

48.6%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「部活･サークル（体育系）」

「部活･サークル（文化系）」

「ボランティアに関する活動（SCV含む）」

「アルバイト」

かなり積極的 まあ積極的 あまり積極的でない 積極的でない 経験なし

学習や⽣活での取り組み

15.5%

18.1%

16.8%

25.5%

42.7%

31.9%

36.7%

36.9%

22.5%

14.9%

20.3%

14.1%

4.2%

3.6%

4.8%

3.5%

15.2%

31.5%

21.4%

20.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「キャリア教育に関する科目の学習」

「インターンシップ」

「就職ガイダンス･セミナー」

「就職活動」

かなり積極的 まあ積極的 あまり積極的でない 積極的でない 経験なし
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カリキュラムへの理解度

20.5%

36.5%

27.2%

26.8%

55.0%

50.8%

46.7%

50.6%

15.5%

8.1%

15.0%

13.1%

6.5%

3.3%

8.1%

7.3%

2.5%

1.2%

3.0%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「カリキュラムの目標を理解している」

「カリキュラムにおける卒業要件を理解している」

「カリキュラムの目標を踏まえた卒業までの学習を計画できている」

「自身の興味や関心、キャリア形成の必要性を踏まえた学習を計画できている」

そう思う どちらかといえばそう思う どちらでもない どちらかといえばそう思わない そう思わない

授業選択のポイント

70.0%

59.0%

35.7%

27.2%

20.2%

15.3%

5.3%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

「授業内容や方法への関心があるから」

「将来の自分にとって役立ちそうだから」

「幅広く深い教養を身につけたいから」

「単位がとりやすそうだから」

「時間割が空いていたから」

「友人が受講するから」

「家族や友人に勧められたから」

「教職員に勧められたから」
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愛大学⽣コンピテンシー
24.8%

22.8%

24.9%

23.5%

30.8%

34.5%

26.0%

28.2%

30.4%

23.1%

37.3%

36.9%

37.2%

37.5%

34.7%

34.3%

38.4%

38.7%

36.7%

28.8%

33.2%

35.7%

32.8%

33.8%

29.5%

26.5%

29.8%

28.0%

27.7%

34.2%

1.4%

2.5%

3.1%

3.0%

3.4%

3.1%

3.3%

2.5%

2.9%

8.2%

1.1%

1.5%

2.8%

1.7%

1.5%

2.0%

1.0%

1.2%

1.8%

2.2%

1.2%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

留学経験
はい（留学経験あり）

8.4%

いいえ（留学経験なし）
91.6%
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留学期間(N=158)

1か月未満
74.1%

1か月以上～3か月未満
12.7%

3か月以上～6か月未満
3.8%

6か月以上～1年未満
3.8%

1年以上
5.7%

留学しなかった理由(N=1062)

47.5%

32.7%

32.7%

30.4%

27.8%

9.0%

3.3%

4.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

経済的事情

外国語能力の不安

関心のある留学先がなかった

海外生活（治安・衛生面など）への不安

大学の履修スケジュールとの兼ね合い

就職活動との兼ね合い

パンデミック等による渡航制限

その他
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卒業後の進路

民間企業
40.1%

公務員（非常勤職員・嘱託職

員を含む）
13.4%

教員（臨時採用教員を含む）
6.0%

進学
31.0%

有識者（卒業前から職に就い

ていた者）
0.3% 進路未定

3.1%

その他
6.1%

就職を希望していた地域

愛媛県
34.1%

その他都道府県
45.2%

海外
0.5%

地域にこだわりはなかった
20.3%
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内定時期と社数

３年生後期
21.5%

４年生・４～６

月
35.0%

４年生・７〜９

月
28.5%

４年生・１０月

以降
15.0%

1社
48.5%

2社
21.3%

3社
16.1%

4社
6.4%

5社以上
7.6%

就職先地域

愛媛県
40.3%

その他の都道府県
59.6%

海外
0.1%
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就職先決定の理由
39.6%

24.6%

8.0%

7.8%

5.6%

5.2%

5.1%

2.2%

0.1%

1.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

仕事内容

勤務地

給与・ボーナス

社風

休日の曜日や日数

会社訪問・面接時の対応

会社の将来性

親や先輩などの勧め

就職支援課の紹介

その他

就職先の志望度

第1希望
78.7%

第2希望
16.2%

第3希望
2.9%

第4希望
0.8%

第5希望以下
1.5%
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進学先

大学院進学
93.5%

大学、専修学校・各種学校に

進学（予備校含む）
4.5%

海外の学校に進学
2.0%

進路未定者の予定

卒業後、就職活動
45.2%

卒業後、再受験（公務員、教

員、大学院、資格試験）
7.8%

卒業後、進路変更（大学院、

専修学校・各種学校（予備校

含む）等への進学）
16.5%

その他
30.4%
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授業における学習の経験

33.5%

31.4%

21.0%

34.8%

27.5%

24.6%

61.9%

53.4%

45.2%

48.4%

50.5%

46.3%

4.2%

14.1%

30.8%

15.5%

20.7%

23.5%

1.2%

3.1%

1.3%

1.3%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

理解がしやすいように教え方が工夫されていた。

予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示される。

課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却される。

グループワークやディスカッションの機会がある。

質疑応答など、教員等との意見交換の機会がある。

ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある。

よくあった ある程度あった あまりなかった なかった

学習経験の有用性

22.9%

8.4%

11.6%

19.2%

5.7%

38.0%

2.9%

1.1%

15.3% 3.7%

54.1%

84.5%

31.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

インターンシップ（５日間以上）

海外留学・海外研修（短期も含む）

主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く）

有用だった ある程度有用だった あまり有用ではなかった 有用ではなかった 経験していない
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身につけた知識や能⼒
41.7%

36.5%

36.9%

29.5%

30.5%

12.4%

19.2%

30.2%

43.6%

39.2%

27.8%

52.8%

54.8%

54.8%

58.5%

56.2%

27.4%

49.2%

61.4%

49.8%

54.7%

50.3%

4.8%

6.9%

7.3%

11.0%

12.2%

43.5%

24.7%

7.6%

5.4%

5.7%

16.8%

1.8%

1.0%

1.0%

1.2%

16.8%

6.9%

1.2%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

専門分野に関する知識・理解

将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観

文献・資料を収集・分析する力

論理的に文章を書く力

人に分かりやすく話す力

外国語を使う力

数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能

問題を見つけて解決方法を考える力

他者と協働する力

幅広い知識、ものの見方

異なる文化に関する知識・理解

身に付いた ある程度身に付いた あまり身に付いていない 身に付いていない

大学での学び全体のふりかえり

30.4%

18.2%

32.5%

37.5%

56.2%

48.0%

55.8%

54.5%

11.5%

27.9%

9.9%

6.6%

2.0%

5.9%

1.8%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修している。

授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育が良くなっている。

教職員が熱心に教育に取り組んでいる。

大学の学びによって成長を実感している。

そう思う ある程度そう思う あまりそうは思わない そうは思わない
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１週間の時間の使い方

26.6%

8.5%

39.1%

28.3%

69.5%

14.1%

39.8%

12.8%

36.6%

39.6%

14.0%

11.3%

11.0%

18.8%

8.8%

12.9%

7.7%

18.3%

7.0%

10.6%

5.8%

6.6%

3.9%

21.5%

4.2%

9.6%

1.8%

3.4%

1.8%

15.7%

3.4%

10.8%

1.4%

1.2%

9.2%

7.9%

28.8%

6.6%

7.9%

2.4%

9.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む）

卒業論文・卒業研究・卒業制作

予習・復習・課題など授業に関する学習（卒業論文等は除く）

授業と直接関係しない自主的な学習（学問に関係する読書やディスカッション、実技の練

習、資格試験の勉強等）

部活動／サークル活動

アルバイト／定職

0時間 1-5時間 6-10時間 11-15時間 16-20時間 21-30時間 31時間以上

DP達成度（法⽂学部）
16.0%

19.3%

15.1%

16.0%

16.0%

15.1%

23.5%

10.1%

40.3%

32.8%

34.5%

31.9%

27.7%

32.8%

25.2%

25.2%

40.3%

43.7%

40.3%

49.6%

45.4%

43.7%

48.7%

47.9%

1.7%

3.4%

7.6%

6.7%

5.0%

1.7%

11.8%

1.7%

4.2%

2.5%

1.7%

1.7%

2.5%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．幅広い教養と人文社会諸科学の基本的な知識を身につけている。

２．人文社会諸科学のいずれかの分野の専門的知識と技能を身につけている。

３．人間・文化・社会の在り方について、グローカル･マインドに立脚した多角的な視点か

ら、論理的にかつ客観的に分析し考察することができる。

４．課題を自ら設定し、それぞれの学問領域の研究手法に即してその解決策を考えること

ができる。

５．つねに学び続け、身につけた知識・技能を活かしてグローバル化した現代社会に貢献

しようとする意欲をもっている。

６．グローバル化した現代社会において、様々な人と協働することができる。

７．必要な情報を幅広く収集し、的確に整理・分析することができる。

８．グローバル化した現代社会において活躍できる、的確なコミュニケーション能力をもっ

ている。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（法⽂学部）
23.5%

20.2%

24.4%

23.5%

24.4%

29.4%

27.7%

29.4%

31.1%

20.2%

42.9%

34.5%

34.5%

37.0%

36.1%

31.1%

37.0%

39.5%

37.8%

28.6%

30.3%

42.0%

37.0%

33.6%

33.6%

32.8%

30.3%

26.9%

25.2%

41.2%

2.5%

2.5%

1.7%

2.5%

4.2%

4.2%

3.4%

2.5%

2.5%

5.9%

1.7%

1.7%

1.7%

2.5%

1.7%

1.7%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（教育学部）

41.3%

33.9%

28.1%

38.0%

41.3%

45.5%

40.5%

37.2%

16.5%

18.2%

29.8%

23.1%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．教育と教職に関する確かな知識と、得意とする分野の専門的知識を修得している。

2．教育活動に取り組むための十分な技能を身につけている。

3．教育現場で生じているさまざまな現代的諸課題について、専門的な知見をもとに、その

対応方策を理論に基づいて総合的に考え、その過程や結果を適切に表現することができ

る。

4．教師としての使命感や責任感を持ち、自己の課題を明確にして理論と実践とを結びつ

けた主体的な学習ができ、自主的に社会に貢献しようとする。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（教育学部）
31.4%

25.6%

30.6%

25.6%

43.8%

55.4%

31.4%

37.2%

40.5%

26.4%

41.3%

47.9%

39.7%

40.5%

36.4%

28.9%

41.3%

41.3%

37.2%

27.3%

24.8%

25.6%

27.3%

31.4%

19.8%

15.7%

25.6%

20.7%

21.5%

36.4%

1.7%

7.4%

1.7%

1.7%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（社会共創学部）

29.6%

29.6%

38.8%

34.2%

34.2%

34.2%

34.2%

40.8%

41.4%

33.6%

34.9%

35.5%

30.9%

27.6%

26.3%

26.3%

23.7%

26.3%

28.3%

28.9%

31.6%

2.0%

1.3%

2.6%

2.6%

3.9%

5.3%

1.3%

1.3%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．文系や理系の広範な学問領域における教養や専門的知識及び高度な実技力を身に付

けている。

2．地域社会の多様なフィールドにおける諸課題の解決に向けて、的確な学際的考察及び

総合的判断ができる。

3．地域社会の諸課題に対して自ら積極的に関心をもち続けることができる。

4．地域社会を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、地域社会の諸課題の解決に

取り組むことができる。

5．地域社会の諸課題の解決に必要な情報を収集・整理・分析できる。

6．自己の思考・判断のプロセス及び結果を他者にわかりやすくプレゼンテーションできる。

7．地域社会の課題の解決に向けて、サーバントリーダーシップを発揮することができる。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（社会共創学部）
30.3%

28.9%

34.2%

32.2%

45.4%

54.6%

37.5%

42.8%

44.7%

40.1%

42.1%

37.5%

41.4%

39.5%

33.6%

25.7%

36.2%

39.5%

36.8%

27.6%

23.7%

29.6%

19.1%

24.3%

16.4%

16.4%

21.7%

14.5%

13.2%

24.3%

2.0%

3.3%

5.3%

3.9%

3.9%

2.6%

3.3%

2.0%

3.9%

3.9%

1.3%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（理学部）

19.3%

17.9%

15.0%

37.1%

37.9%

42.1%

38.6%

40.0%

37.1%

2.9%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．【広い教養・基礎学力と汎用的能力】理学全般にわたる基盤的な学力と、人文科学・社

会科学などの一般教養、日本語・英語の読解力・表現力、情報リテラシー・コミュニケーショ

ン能力などの汎用能力を修得し、それらを活用することができる。

2．【科学の体系的基礎学識・技能・科学的思考力】科学の体系的基礎学識と基盤技能を

修得し、それらを活用して、調査・研究を通じた課題の発見・提示や解決を科学的思考の

もとで行い、その過程や結果を他者に説明することができる。国内外の文献を調査し必要

な情報を収集し理解できる。

3．【協働する姿勢・能力】修得した科学的センスと高い教養に基づく価値観・倫理観・責任

感のもと、様々な人々と能動的に関わり協働することができる。自己啓発・自己研鑽を継

続する努力ができる。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（理学部）
19.3%

20.0%

22.9%

20.7%

31.4%

30.7%

20.7%

22.9%

25.0%

17.9%

30.0%

31.4%

34.3%

30.7%

25.0%

34.3%

34.3%

35.7%

36.4%

20.7%

44.3%

44.3%

36.4%

41.4%

37.1%

28.6%

32.1%

29.3%

30.7%

31.4%

1.4%

2.1%

2.9%

3.6%

4.3%

4.3%

7.1%

3.6%

4.3%

15.7%

1.4%

2.9%

4.3%

2.1%

2.9%

3.6%

1.4%

2.1%

5.0%

7.1%

2.9%

11.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（医学部医学科）

42.3%

42.3%

40.4%

33.7%

43.3%

39.4%

42.7%

40.4%

43.3%

39.4%

45.2%

38.5%

32.7%

39.8%

17.3%

12.5%

18.3%

20.2%

17.3%

26.9%

16.5%

1.9%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．医療人としての専門分野の学問内容について知識を修得している。

２．人間性や倫理観を裏付ける幅広い教養を身につけている。

３．対象となる人の身体的・心理的・社会的な健康状態を科学的に評価し、情報の総合と

適確な判断を行い、必要な行動を示すことができる。

４．科学の進歩および社会の医療ニーズの変化に対応して、生涯を通して自らを高めるこ

とができる。

５．患者および住民の健康の維持・増進と健康障害からの回復に寄与するために、医療人

として責任をもった行動をとることができる。

６．基本的な医療行為を患者にも自らにも安全に実施することができる。

７．患者・家族や保健・医療・福祉チームのメンバーと良好なコミュニケーションをとり、チー

ムの一員としての役割を果たすことができる。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（医学部医学科）
25.0%

20.2%

22.1%

21.2%

27.9%

26.9%

27.9%

24.0%

30.8%

18.3%

48.1%

53.8%

54.8%

57.7%

51.0%

50.0%

52.9%

52.9%

43.3%

49.0%

24.0%

25.0%

21.2%

19.2%

19.2%

18.3%

18.3%

22.1%

23.1%

26.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

3.8%

1.9%

3.8% 1.0%

1.9%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.0%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（医学部看護学科）

74.2%

72.6%

69.4%

69.4%

71.0%

66.1%

75.8%

17.7%

17.7%

19.4%

17.7%

17.7%

19.4%

12.9%

8.1%

9.7%

11.3%

12.9%

11.3%

12.9%

9.7%

1.6%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．医療人としての専門分野の学問内容について知識を修得している。

２．人間性や倫理観を裏付ける幅広い教養を身につけている。

３．対象となる人の身体的・心理的・社会的な健康状態を科学的に評価し、情報の総合と

適確な判断を行い、必要な行動を示すことができる。

４．科学の進歩および社会の医療ニーズの変化に対応して、生涯を通して自らを高めるこ

とができる。

５．患者および住民の健康の維持・増進と健康障害からの回復に寄与するために、医療人

として責任をもった行動をとることができる。

６．基本的な医療行為を患者にも自らにも安全に実施することができる。

７．患者・家族や保健・医療・福祉チームのメンバーと良好なコミュニケーションをとり、チー

ムの一員としての役割を果たすことができる。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（医学部看護学科）
54.8%

59.7%

58.1%

61.3%

64.5%

59.7%

46.8%

51.6%

59.7%

45.2%

30.6%

25.8%

27.4%

25.8%

24.2%

24.2%

40.3%

32.3%

25.8%

32.3%

9.7%

9.7%

11.3%

9.7%

8.1%

11.3%

9.7%

12.9%

11.3%

19.4%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

3.2%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6% 3.2%

3.2%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（工学部）

19.5%

18.6%

15.1%

17.0%

15.8%

20.0%

18.3%

37.6%

34.9%

32.1%

36.0%

31.7%

36.5%

35.3%

37.2%

41.1%

41.1%

40.8%

44.5%

38.5%

41.3%

3.0%

3.4%

8.5%

3.9%

4.8%

3.4%

3.4%

1.1%

2.1%

1.6%

2.5%

1.6%

2.1%

1.1%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．幅広い教養と工学の基本的な知識を身につけている。

2．工学の一専門分野について基礎的知識をもち、ものづくりやシステムづくりに活用でき

る。

3．科学や技術が社会におよぼす影響を理解し、国内外の視点から自立的かつ論理的な

判断を行うことができる。

4．課題を解決するために必要となる工学的知識を自ら修得するために学習を継続する能

力をもつ。

5．自己の専門分野だけでなく教養および多様な工学的知識を総合的に活用しながら、現

代社会が直面するさまざまな課題に柔軟に対応できる。

6．課題を他者と協働して解決できる。

7．自らの思考・判断のプロセスを説明し、伝達するためのプレゼンテーション能力、および

コミュニケーション能力をもつ。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（工学部）
20.0%

18.8%

18.8%

17.9%

21.6%

26.1%

20.0%

22.0%

22.5%

17.9%

34.6%

33.9%

34.9%

36.7%

36.7%

35.3%

38.3%

37.2%

36.7%

27.3%

39.4%

41.1%

41.5%

40.4%

36.0%

33.9%

36.0%

36.0%

35.1%

39.9%

1.6%

3.4%

2.8%

2.8%

3.4%

2.5%

3.2%

2.8%

3.2%

9.6%

1.1%

1.1%

1.1%

1.8%

3.9%

2.1%

1.4%

2.1%

1.1%

1.4%

1.4%

1.6%

1.4%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない

DP達成度（農学部）

22.3%

18.7%

18.1%

19.9%

18.7%

38.0%

31.3%

32.5%

27.7%

28.3%

34.3%

39.2%

42.2%

45.2%

43.4%

1.8%

5.4%

3.6%

2.4%

6.0%

1.2%

1.2%

1.2%

2.4%

2.4%

4.2%

2.4%

2.4%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．生物生産技術の開発と安全・安心な食料の安定供給、生命機能の解明と生物資源の

利用、生物環境の創造・修復・保全・管理・利用に関するいずれかの専門知識と技術を身

につけている。

２．地域社会や国際社会における食料、生命、環境に関連する諸課題の原因を論理的に

説明でき、解決策を見出すことができる。

３．上記の諸課題への関心と身に付けた知識をこれらの解決に役立てたいという意欲をも

ち、倫理性をもって、継続的に課題解決のための行動をとることができる。

４．自らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーション能力

とコミュニケーション能力を有している。

５．主体性をもって多様な人々と協力することにより、上記諸課題の解決に取り組むことが

できる。

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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愛大学⽣コンピテンシー習得度（農学部）
21.7%

18.1%

19.9%

18.1%

25.3%

24.7%

21.7%

21.7%

23.5%

19.9%

34.9%

36.1%

34.3%

33.1%

30.1%

39.8%

33.1%

35.5%

35.5%

28.3%

39.2%

39.2%

36.1%

39.2%

36.1%

28.3%

36.1%

33.7%

34.3%

34.3%

3.6%

6.0%

6.0%

6.0%

4.8%

4.8%

4.8%

3.6%

9.6%

1.2%

2.4%

1.8%

3.0%

3.0%

3.6%

3.6%

1.8%

1.8%

3.0%

3.6%

6.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる

習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現できる

広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる

客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる」

様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる

目的達成のために多様な人と協働できる

自らの個性や適性を活かして行動できる

社会的関係の中で自分の行動を調整できる

集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる

地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向けて貢献できる

とても身についた 身についた ある程度身についた 身についていない 全く身についていない わからない
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